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【受賞理由】
湖沼において⽔産物の墨汁臭被害の原因となる2-メチルイソ

ボルネオール（2-MIB）は主にシアノバクテリアにより産⽣さ
れるが、本⽣物は分類が困難で、その増殖を⾼精度に予察でき
た事例は無かった。
本研究は⼩川原湖における2-MIBについて、分⼦⽣態学的⼿

法を導⼊して産⽣⽣物の特定を⾏い、詳細な組成を明らかにし
た初めての研究である。また⾼精度な発⽣予察モデルの開発に
成功し、⽔産業の発展に⼤きく貢献するものである。
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図２ 予察モデルの概要授賞式【令和５年２⽉７⽇】
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異臭物質（2-MIB）の
予察精度は97％以上

異臭物質（2-MIB）の
予察精度は90％以上

図１ 単離培養株と2-MIB産⽣シア
ノバクテリアの顕微鏡写真


